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高山村議会議長 梨本 進 様 
 

高山村議会議員  勝山 正弘            
質 問 事 項 質問の趣旨 

１．山田牧場の今後

について 
 
 

新聞発表もされたが、１月１７日山田牧場の管理・運営を担う農事組合法

人「山田牧場組合」の臨時総会が開催され、組合を解散することが決定した。

放牧事業の継続が困難とのことから、１２３年間続いてきた放牧事業をここ

で撤退することとなった。 
牛が放牧されている風景は、のどかで心が癒された。世知がない現代社会

で、ゆったりとした時間が流れるのを感じることができる貴重な体験でもあ

り、自然の恩恵を享受できた。観光の側面では、四季の情景が味わえる素敵

な場所で、冬のスキー・スノーボードといったスポーツができるスキー場と

しての施設があるのも魅力の一つである。 
牧場の１６０ヘクタールある土地は村が所有しており、村としての今後の

利用をどう考えているのか。放牧事業と観光事業の共存ができればよいが、

維持管理や運営には費用が大きくかかってくると思われる。 
村としての「牧場」後の利用をどう考えているのか。その場合の条件はある

のか。 また、村長は「牧場」のほか、観光拠点として山田牧場をどういう

形にしたいのか。 
 

 
質問要旨と質問 

１．牧場 
・牧場に牛がいなくなった場合、「牧場」の文字を掲げるのか。 
 草刈りはだれがするのか。 
 
２．奥山田温泉 
・「奥山田温泉」として村からの補助は大きいが、他の村内の温泉とは異なっ

ての利用方法であり、赤字改善ができるのか。いつまで村は補助をするのか。 
・観光用としての「温泉」の名前の必要性はあるのか。必要がある場合でも、

現状のポンプアップから他の送湯方法は検討したか。 
 
３．スキー場 
・スキー場のリフトのゴンドラ化新設の検討と村としての補助はできないか 
 
４．山田牧場全体 
・今後の山田牧場の活性化が期待できる策はあるのか。 
・他の地域（野沢温泉村、白馬村）を参考モデルに、インバウンドのビジネ

スとしての検討はしないのか。 
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